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 2011 年 3 月 11 日に起こった東日本大震災は日本がこれまで経験したことの

ない大きな被害を与えました。10 万人以上の人々が家を失い、避難所や仮設住

宅での生活を余儀なくされています。 

 避難所での暮らしはプライバシーもなく、寝泊りするスペースを確保するの

が精一杯です。また仮設住宅での暮らしも無味乾燥なユニットの羅列に過ぎま

せん。いずれもここでの暮らしは非人間的な極限状態の生活なのです。 

 しかしこのような生活においても、人間らしく生きたいと願う人々は、空き

箱を食卓として笑顔で食事を楽しもうとします。或いは仮設住宅の狭間でミニ

コンサートを開こうとしています。極限状態でも人々は集まり、何らかのコミ

ュニケーションを交わそうと試みる、そんな感動的な姿に私達は、最も原初的

なコミュニティを見ることができます。そしてこのような場に最低限のかたち

を与えることこそが建築の始まりと言えるのではないでしょうか。建築家なら

ばそうした食事やミニコンサートの場をもう少し人間的に、もう少し美しく、

もう少し居心地良くすることが出来るはずです。 

 このような始原の建築を私は「みんなの家」と呼びたい。そして被災地の避

難所や仮設住宅の間に、この「みんなの家」をつくりたい。それは謂わばベッ

ドルームしかない家に共同のリビングルームをつくるような試みです。そこに

行くと人々がソファやテーブルを囲んで語り合うことができ、またコーヒーを

飲みながら本や新聞を読むことができる、そんな心の安らぎを得られる場所、

それが「みんなの家」なのです。それはいかに小さくとも、家を失った人々が

心のなかでなら抱くことのできる「私の家」に代わることができるかもしれま

せん。 

 さしあたりこの「みんなの家」はテンポラリーなものでしかありません。し

かし復興が進む過程でそれは、恒久的な「みんなの家」に生まれ変わっていく

かもしれません。人々が集まり、語り合い、そこから何かが発信され、創造さ

れていくようなコミュニティのための建築が生み出されるかもしれないのです。 

 このような「みんなの家」のアイデアを世界中の人々に描いていただけたら、

どれ程被災地の人々を勇気づけることができるでしょうか。建築家や建築を志

す学生達、さらには子供や被災地の人々などさまざまな人々のさまざまな「み

んなの家」が「始原の建築」として建ち上がっていく風景を待望しています。 
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